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SG ホールディングスグループの佐川急便株式会社（本社：京都市南区、代表取締役社長：笹森公彰）は、館内

物流業務を受託する東京スカイツリータウンにおいて、搬入車両の入場受付や搬入事業者の入退館手続きなど

を行う受付端末「KIOSK 端末」の運用を開始しました。本端末の導入により、受付業務を 60％省人化するとともに、

入退館情報の一元管理によるセキュリティ強化を実現し、施設運営の効率化に貢献します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受付端末『KIOSK端末』                   東京スカイツリータウン内の受付に導入した『KIOSK端末』 

※写真はイメージです。 

一部仕様が異なる場合があります。 

 

― 背景 

近年、物流業界では慢性的な人手不足や人件費の上昇が課題となる中、物流施設や商業施設においても、サ

ービス品質を維持しながら効率的な運営が求められています。大型商業施設や複合施設の館内物流においても、

多数の搬入車両や事業者を円滑に受け入れ、安全に管理することが課題となっています。 

 

東京スカイツリータウンでは、これまで搬入車両の入場受付や搬入事業者の入退館手続き、セキュリティカー

ド・台車の貸出・返却、料金精算などの業務を有人で行っていましたが、今回、これらの業務を一つの受付端末に

集約し、入館予約情報との照合から利用実績の管理まで、一連の受付業務をデジタル化しました。 

本端末は、グループ事業会社の SG システム株式会社が、TOPPAN グループの商社として業務効率化や DX

に関する事業を展開する TOPPAN コスモ株式会社の汎用入退館システムを、館内物流業務で活用できるように

カスタマイズし、同社の受付端末と連携させたものです。今回はさらに、館内物流業務において佐川急便の負担

となっていた有人受付を端末に置き換えるためのカスタマイズを行い、佐川急便が館内物流の現場運用で培った

館内配送の搬入受付を効率化 

～東京スカイツリータウン®の受付業務を 60％省人化し、セキュリティを強化～ 

 



 

SGホールディングスグループは、純粋持株会社 SGホールディングス株式会社と、 

その傘下にある佐川急便株式会社をはじめとした事業会社で構成された総合物流企業グループです。 

 

＜報道関係お問い合わせ先＞ 

佐川急便株式会社 広報部 広報担当 

tel: 03‐3699‐3614 fax: 03‐3699‐3444 mail: pr@sagawa-exp.co.jp 
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ノウハウを生かして、東京スカイツリータウン®の搬入動線や受付手順、セキュリティカード・台車の管理方法、料

金精算などの運用に合わせた仕様に設計しました。 

 

 

本端末の導入により、受付業務を 60％省人化するとともに業務時間を年間約 12,000時間削減しました。 

また、入退館情報や貸出物の利用状況を一元管理することで、施設管理者の業務負担を軽減しています。受付

手続きを円滑化することで、搬入車両の滞留時間を短縮し、施設周辺の交通混雑の緩和にも貢献しています。 

 

― 今後の展望 

佐川急便は、東京スカイツリータウンでの運用を通じて端末の利便性や運用効果を検証し、さらなる機能・サー

ビスの改善に取り組みます。今後は、その運用実績をもとに、館内物流業務を受託する商業施設や複合施設へ

の導入提案を進めます。 

さらに、施設ごとに異なる搬入動線や受付手順、管理方法に対応することで、施設管理者と搬入事業者双方に

とって利便性の高い館内物流の実現を支援し、持続可能な物流インフラの構築に貢献してまいります。 

加えて、SG システム株式会社および TOPPAN コスモ株式会社は、入館時に求められるセキュリティレベルに

応じて生体認証や外部キーシステムとの連携が可能となるよう、認証インターフェースの拡充を進めます。館内物

流にとどまらず、BtoBにおける入退館業務全体の負担軽減を目指してまいります。 


